
能登半島地震における土砂災害対策検討委員会（第２回） 概要

□開催日時

現地視察：令和６年３月１１日（月） １１：００～１５：００

会 議：令和６年３月１２日（火） １０：００～１２：００

□開催場所

現地視察：輪島市市ノ瀬町地先（河原田川水系紅葉川）、

輪島市町野町地先（町野川水系牛尾川及び寺地川）

会 議：石川県庁１１Ｆ １１０５会議室（WEB 併用）

北陸地方整備局河川部

□議事

（１）土砂災害の状況

（２）気象の状況

（３）対策工事の状況

（４）監視観測の状況

■各委員からの主な意見

・今後の対策工の検討や施工のために、土砂ダムの水深と湛

水量、上流域の流域面積、崩壊・地すべり内の湧水状況につ

いて調査すること。

・市ノ瀬地区の仮排水路については、崩壊・地すべりからの土

砂流入の影響を防ぐために、仮設水路工の下に暗渠排水管

を設置して安定排水を図ること。

・土砂ダムの埋め戻しについては、地下水の影響に十分に留

意した上で、排水手段を確保すること。

・どの程度の雨で、どのような規模の土砂や水が流出するかを

把握するために数値シミュレーションを実施すること。

河原田川水系紅葉川 河原田川水系紅葉川（囲み取材）

町野川水系寺地川町野川水系牛尾川

□現地視察状況

□会議状況


